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 ～ 四 つ の テ ス ト 言行はこれに照らしてから ～ 

１．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

 世界へのプレゼントになろう 

     
奉仕の理想車を走らせよう!! 
   Let’s drive your ideal car of the service!! 

本日のプログラム 次回のお知らせ 

する「思いやり」とか、「善意」よりも、まず、自分

というものを優先してしまうから、実際に行動を起こ

すのが難しくなるのだと思われます。 

 ポール・ハリスがロータリークラブを設立した当時

のシカゴは、著しい経済発展の陰で、利己的欲望が渦

巻く、商業道徳の欠如した街でありました。人を騙し

てでも営利を貪る輩が、あちらこちらに蔓延っていま

した。他人や社会のことを考えずに、何よりも自分が

大切であって、自分のために儲けに走ってしまう行動

は、事業の成功が長続きしないだけではなく、たとえ

事業に成功しても、その人の良心を苦しめることにも

なっていました。 

 そんな中で、アーサー・シェルドンは、公明正大に

経営されている会社の中に、最も成功しているものが

あるという事実を発見しました。シェルドンはその成

功の秘密を調べた結果、他人の立場を考えて、その人

のために尽くすことが成功につながることを発見しま

した。この他人の立場を考えて、その人のために尽く

すことが「サービスの理念」であります。このサービ

スの実践、つまり職業奉仕の実践により、ロータリア

ンの事業は爆発的に繁栄をきたし、いずれの職業分野

でも大成功するようになりました。その体験が「One 

profits  most  who  serves  best」や、「Service 

above self」というモットーを生むに至りました。他

人の立場にたっての事業の成功は、その人の良心を苦

しめることもなく、また同時に利己心をも満足させる

ことにもなりました。 

 私は、「利己心」を決して邪悪なものと考えませ

ん。「利己心」は、自分を大切にしたり、自分を向上

させたり、自分の事業を成功させたりするための非常

に重要なエネルギーの源となるからです。「利己心」

が大きければ大きいほど、生命力がより強いとも言え

ると思います。 
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THE ROTARY CLUB OF ARIDA 

担当：脇村副委員長 

前回の報告（第２７６７例会） 

  平成２８年１月１４日(木）  

（中元会長） 

 

（橋爪(誠)親睦活動委員長） 

会員誕生：浦君 

ご夫人誕生：川村祥子さん 

結婚記念：橋爪(正)君、中村君、宮井君、浦君 

     橋爪(誠)君 

 

 

（中元会長） 

 我々ロータリアンの言う

サービスの概念を一言で述

べるとなれば、それは、

「思 い や り」と か、「善

意」とか、「他人の立場に

たった言動」ということに

なると思います。このこと

は、口で言うのは至極簡単

なことでありますが、いざ

行動に移すとなると、なか

なか難しいものです。 

 何故でしょうか？人間の心の中には、本能として

「利己心」というものが備わっているからだと思い

ます。「利己心」とは自分の利益だけ考えて、他人

のことを考えない心を言います。この「利己心」は

自己保存の本能とつながり、人間の生命線でもあり

ます。生存競争に打ち勝って、社会に生き残り、浮

かび上がるためには、この利己的欲望が必要であり

ます。自分を守るという利己的な本能が、他人に対

点  鐘 

平成２８年１月２１日 第２７６８回 

・会員卓話：岩本道弘君「職業奉仕で最近感じていること」    

        成川雅史君 「職業奉仕」       

・ソング：「それでこそロータリー」 

  平成２８年１月２８日 第２７６９回 

・ローテーションデー：桜ヶ丘病院 

 成川守彦君「成川医院から桜ヶ丘病院へ～79年の沿革～」 

 成川暢彦院長「慢性腎臓病 」 
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開催日 

２７６７ Nｏ． 

Be a gift to the world 

今月の誕生・結婚祝 

Ｒ
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会長の時間  



２ 

職業奉仕月間 

他方、「善意」、「思いやり」だけで、はたしてこ

の厳しい競争社会を生き抜くことができるでしょう

か。なかなか難しいことではないでしょうか。 

 先ほど述べたシェルドンの理論からもわかるよう

に、ロータリーの「サービスの理念」は、この「利

己心」と「善意」、「思いやり」という人間の心の

中にある両極の存在をうまくコントロールできるこ

とを、職業奉仕の実践で証明しました。 

 成功は、「利己心」だけでも成り立たないし、

「善意」や「思いやり」だけでも成就しません。大

事なことは「自分をもっと向上させたい」、「自分

の事業を安定させたい」、「自分の事業をもっと発

展させたい」という利己的なエネルギーを正しいも

のにするということです。つまり、この利己的なエ

ネルギーを「善意」とか、「思いやり」というロー

タリーのサービスに転換することが肝心だと思いま

す。 

 皆さんのそれぞれの仕事において、このエネル

ギーをどのようにサービスの理念に変換していく

か、一度考えてみてはいかがでしょうか。 

 

 

 

（上野山(栄)幹事） 

1.The Rotarian 回覧 

2.有田経済クラブより「ク

ラブ通信３０６号」 

     （後方掲示） 

3.有田タイムス新年号 

     （後方掲示） 

4.他クラブ週報 

 田辺ロータリークラブ 

 岩出ロータリークラブ                                       

      （後方掲示） 

5.例会変更 （後方掲示） 

 

 

 

（脇村Ｒ広報副委員長） 

＊ロータリーの友誌1月号 

＜横組み＞ 

１．RI会長メッセージ （P3） 

 ・私達一人ひとりの活動や贈り物の力があってこ

そ、“世界へのプレゼントになろう”という真の

影響力を持つことができる。 

２．職業奉仕を実践 （P7～13） 

 ・小中学校の教職員が民間企業の経営理念や人材

育成などを研修。 

 ・職業人として、小学生を対象に医療と福祉を

テーマとした対話交流会を実施。 

３．寄付に込める思いと願い （P30～31） 

 ・米山奨学会には、学友の寄付金は総額2,500万

円以上になる。 

 

 

＜縦組み＞ 

４．挑戦、二戸から世界へ・・・（P4～8） 

 ・お客様本位の商売は基本的に、日本でも世界で

も変わらない。 

５．友愛の広場 (P13～17） 

 ・「ロータリーの目的」にある「事業」の原文は

「Enterprise」、し か し こ れ は む し ろ

「Activity」という意味で「日常活動」と訳され

る。 

 

 

（上野山(捷)例会運営委員） 

本日の会員数２８名 

 （出席規定免除会員９名） 

出席会員数２０名 

 （出席規定免除会員７名） 

     ８０．００％ 

12/24  ７６．９２％ 

MU：なし 
 

 

 

（中村ＳＡＡ） 

中元君：新年初例会への御出席誠に有難うございま

した。松村さん、本日の卓話、よろしくお願い致

します。 

上野山(栄)君：先週の新年例会では親睦活動委員会

の皆様のおかげで大変楽しませていただきまし

た。ありがとうございました。本日、松村さん、

卓話楽しみです。 

成川(守)君：松村君、卓話、ご苦労さまです。新年

例会欠席しました。 

上野山(捷)君：松村秀一さん、本日の卓話、ご苦労

さまです。 

橋爪(誠)君：新年例会、懇親会、ご出席本当にあり

がとうございました。ダーラーさん、振り袖姿、

すごく喜んでくれました。ありがとうございまし

た。松村さん、本日卓話勉強させて頂きます。 

橋爪(正)君：松村さん、卓話御苦労さまです。 

上野山(英)君：松村さん、本日の卓話拝聴します。 

松村君：本日、卓話させていただきます。 

児島君：急用ができ、卓話拝聴できません。がん

ばって下さい。 

脇村君：松村さん、本日の卓話楽しみです。 

應地君：松村さん、いよいよ近づいてきました。 

岩橋君：松村さん、卓話楽しみにしています。 

石垣君：脇村様、先週御迷惑をおかけしました。松

村様、卓話楽しみにしています。 

嶋田(崇)君：松村さん、２週間にわたりご苦労様で

す。 

宮井君：松村君、本日の卓話、ご苦労さんです。楽

しみにしています。 

中村君：松村さん、卓話楽しみです。よろしくお願

いいたします。 

ロータリー友誌  

 幹事報告  

出 席 報 告              

ニコニコ箱の報告 



 

 

「ハーヴィー・ペニックのレッドブック」 

 私が何度も読み返した本をご紹介したいと思いま

す。 

 ハーヴィー・ペニック（1904～1995年）は中学・

高校とキャディーのアルバイトをし、18歳のときテ

キサス州オースチンにあるカントリークラブの専属

プロになった人です。ツアープロを経てゴルフ教師

として60年以上1時間5ドルの報酬でゴルフを教えま

した。その中で、感じたり気づいたりしたことを彼

自らが小さな赤い本と呼ぶノートに書き溜めたもの

をもとに書かれた本です。 

 彼のキャリアをもってすれば簡単に手にできた報

酬や名声には何の関心もありませんでした。彼に

とっての最大の報酬は、生徒に今までで最高のボー

ルが打てるように手助けできた時です。  

 彼は言います。「この本の中で言っていることは

それが初心者にとっても、普通のプレーヤーにとっ

ても、エキスパートにとっても、何度も試してみた

上で間違いなく成功すると確信を得たものばかりで

す」「私はイメージやたとえ話や比喩などで、ボー

ルを打つことの根源となるものを心に植え付ける教

え方が好きです」  

 彼のたとえ話に、「バックスイングは右側にいる

人に向かって『やあ』と声をかけるように回転しま

す。この回転が体の自然な動きであり、あなたの骨

が足から頭までつながっていることだけを覚えてお

いて欲しいのです」「私はボールを打つと思ってほ

しくありません。ティーをあなたのスイングで切っ

て欲しいのです」「芝の上ならば、芝を短く刈り取

る。もしくは、芝を掃くつもりでスイングして下さ

い」とあります。 

 誰からも常に学んでいたそうです。「教師から教

えることを学びます。ゴルファーからゴルフを学び

ます。コーチから勝つことを学びます」また、ペ

ニック氏の従兄がテキサス大のテニス部のコーチを

ウィルマー・アリソンに譲る際には 「ウィル

マー、4年間で、あなたが生徒たちをより良いプ

レーヤーに育て上げるのは分かっている。しかし、

彼らがより良い人間になるかどうか。それが最も大

切なことです」 と。 

 「最後に、これからゴルフとともに人生を歩んで

行こうと考えている若い男性や女性に言っておきた

いことが一つあります。何よりも大切なのは、私の

ように良い伴侶を見つけることです」「ありがと

う、ヘレン」と本書を結んでいます。  

 

 

 

 

 

３ 

職業奉仕月間 

閉会・点鐘 （中元会長） 

 卓 話 

 

 

 

会員 

 松村 秀一 君 

次週 １月２８日(木)は 

  ローテーションデーです！ 
 

日時：平成２８年１月２８日（木） 

場所：桜ヶ丘病院（有田市箕島904） 

 

☆集合 正午 

    桜ヶ丘病院 １Ｆ 受付前 

 

☆駐車場は箕嶋神社へ駐車し、徒歩にて  

 病院まで来て下さい。箕嶋神社の鳥居 

 内も駐車可能です。 

 病院駐車場への駐車はご遠慮下さい。 

 

☆例会         １２：３０～ 

 ＜卓話＞ 

 会員 成川 守彦 君 

       （桜ヶ丘病院 理事長） 

   「成川医院から桜ヶ丘病院へ 

          ～79年の沿革～ 」 

  

  成川 暢彦 桜ヶ丘病院 院長 

   「慢性腎臓病」 

 

☆病院内の見学 １３：３０～ 

 

６月に移転した新病院を見学させていた

だきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さん、ご参加よろしくお願いします。 


